


カスタム金属転写ロゴステッカー：透明位置合わせフィルム上の電鋳ニッケルロゴ
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Details
 

カスタム金属転写ステッカーは、透明な位置合わせフィルムに載せた薄い電鋳ニッケル製ロゴで、裏面に感圧式接着剤が付いています。きれいで滑らかな表面にロゴを押し当て、フィルムを
剥がします。残るのは金属の線だけで、背景もステッカーの縁も見えません。お客様のプロジェクトでは、厚み、仕上げ、接着剤グレード、MOQ（最小発注数量）、リードタイムを見積
もりとサンプル作成時に確定します。

金属転写ロゴは誰が、どの製品に使うのか？ ↑
この製品の購入者の多くは、検索する用語をすでに知っています。香水、化粧品、ギフトボックス、小型家電、民生用電子機器、ドリンクウェア企業のブランドマネージャー、包装技術者、
購買担当者です。ラベルではなく、一体化した金属部品に見えるロゴを求めています。サプライヤー仕様では、構造を2層、すなわち無垢の金属ロゴタイプと、位置合わせのみに使用し貼付
後に除去する透明な「基準マスク」と説明しています Qianxi電鋳ステッカー仕様[1]。これらの購入者は、ニッケルか箔か、使用する接着剤、厚み、ボトルの肩部への追従性、最小発注
数量といった技術的な質問をします。

別のグループは異なる言葉で検索します。米国の中小企業、車両や店舗のブランド、個人クリエイターは、「メタリック転写デカール」をよく探します。彼らは印刷会社のクロームやゴール
ドのビニールを比較します。そのビニールは金属光沢に見えますがニッケルではないため、本ページでは両者を混ぜず、別の選択肢として扱います。小ロットの場合は、デザインを承認する



前に、選ぶ素材が曲面や角のある縁にどのように転写されるかを確認してください。

金属ロゴの注文が失敗する理由と、その防止策は？ ↑
問題は用語です。 購入者は「クローム」「箔」「メタリックインク」「金属転写」を同義に使いますが、それぞれ異なる工程です。銀色のステッカーは、メタリックインク印刷、金属蒸着表
面材の使用、または加熱版による箔押しで作れます。箔押しの箔は最表面に露出しており上に保護層がないため、ラミネート印刷よりキーホルダーや配送用段ボールとの摩擦で早く傷つきま
す 4OVER4 銀色ステッカーガイド[3]。誤った工程を注文すると、ロゴは平坦に見えて届きます。

量産前に転写性と接着性を確認してください。 透明フィルムが紙の裏材を破ったり接着剤を傷めたりすることなく、細部まで残さず剥がせるかを確認してください。実際の部品で浮いた縁が
ないかを点検し、接着剤が表面に適しているかを確かめ、曲面での金属の反発（スプリングバック）を評価してください。これらの確認項目はサンプル承認に含めてください。

解決策は、価格交渉の前に工程を確定することです。 ニッケル電鋳を確認し、基材と使用環境を定義し、実製品で現物サンプルを承認し、測定可能な検査に基づいて量産を受け入れます。本
ページの以降の内容はこの順序に従います。
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カスタム金属転写ステッカーとは何か？ ↑
金属転写ステッカーは、印刷フィルムから切り出すのではなく、電鋳または電気めっきで積層形成したニッケルロゴです。ロゴの裏面にはアクリル系感圧接着剤が付き、透明な転写フィルム
上で納品されます。金属なのは線部だけなので、フィルムを除去するとロゴの周囲には何も残りません。あるサプライヤーは、耐久性のあるニッケル箔を使う「3D 型押し金属転写ステッ
カー」で、3M 接着剤を裏打ちしたものと説明しています Cusmytrims 金属ステッカーページ[6]。関連する方法ではステンレス鋼をエッチングし、ニッケルとクロームでめっき
します。公開されている工程は、研磨、脱脂、露光から、めっき、接着、膜交換、検査、裁断、梱包までです 4customize 工程概要[7]。いずれの方法にもISOまたはASTMの



製品規格はありません。以下の数値は業界標準ではなく、サプライヤー仕様です。

仕様 参考情報と確認事項 お客様のプロジェクト
材質 100% 純ニッケル（Qianxi）、ニッケル箔（Cusmytrims） 見積書でニッケル構造を確認

厚み 0.1–0.15 mm 標準（Qianxi）、完成品は約 0.16 mm（Cusmytrims）、0.045–0.12 mm（JTT
材料ガイド[8])

承認済みサンプルで測定・記
録

接着剤 「強力な 3M 接着剤」（Qianxi）、3M 467/7533（Cusmytrims） 見積書に接着剤型式を記載
最小発注数
量 見積もり時に最小発注数量を確認 要見積もり

製造期間 サンプルと量産のスケジュールを確認 要見積もり
色数制限 グラデーション不可、ロゴ点につき色まで（CMYK Printed[9]) 入稿前確認で確認

公開されているサプライヤーの厚み範囲はそれぞれ異なります。参考値をプロジェクトの仕様として扱わず、承認済みサンプルで厚みを確認してください。色の制限はデザインの判断に最も
影響します。電鋳ロゴは自由なPantone指定ではなく、既製のニッケル仕上げ色を使用するため、フルカラーやグラデーションのデザインは印刷オプションで対応してください。

サイズと可読性

細い線こそ電鋳の採算を左右する部分です。ある技術ノートでは、発注前に最小安定線幅をエンジニアリングで確認する必要があるとされています。細すぎる線は製造可能な幅まで太くされ
るため、買い手は実際の部品で承認する必要があります Taizhida エンジニアリングノート[10]。あるメタリック転写仕様ページでは、次の値を設定しています： 3 mm
（0.12 in）の最小フォント高さ。これは開始時の確認基準であり、ニッケルの限界値ではありません。小さな文字は貼り付けも難しくなります。各小文字が裏材からきれいに剥がれるか
を確認してください。内側のカウンター、点、離れたアクセント記号はそれぞれ独立した金属の島になるため、フィルムと接着剤がそれぞれを保持しなければなりません。

表面仕上げと接着剤裏面

サプライヤーは光沢シルバー、ゴールド、ローズゴールド、マット、ヘアライン仕上げを提供しています。メタリック光沢はCMYK校正では再現できないため、現物スウォッチで色を承認
してください。接着剤は通常 3M 467 クラスのアクリル系です。あるサプライヤーは 150°C の耐熱性を 3M 467/7533 向けに宣伝しています
（Cusmytrims）。マーケティング文ではなく、接着剤自体の技術データシートでその主張を確認してください。データシート値を以下に要約します。



3M 467MP の特性 公開されている代表値 条件と出典
テープ総厚 0.06 mm ASTM D3652； 3M TDS、2024月[11]

90° 剥離、ステンレス鋼 10 N/cm 22°C、72 h 保持、ASTM D3330
100 h の浸水後の剥離 9.5 N/cm 22°C、ステンレス鋼； 3M TDS、2024月[12]

7 日間の高湿度後の剥離 11.9 N/cm 32°C / 90% RH、ステンレス鋼
UV曝露後の剥離 11.4 N/cm 2,000 h、ASTM G154 サイクル 1
耐熱性 短期 204°C、長期 149°C 数分～数時間と数日～数週間
貼付温度 理想は 21–38°C、10°C 未満は不可 3M データシート、2022月[13]

3M は、これらの値は代表値であり「仕様目的に使用すべきではない」としています。これらはステンレス鋼上のテープの値であり、製品上の完成ニッケルロゴの値ではありません。剥離
強度も基材により大きく異なります。3M の性能シートでは、ステンレス鋼で約 10 N/cm、アルミニウムで約 7 N/cm、ABSでは約 2.4 N/cm のみと記載されてい
ます 3M 467MP 基材データ[14]。したがって、低表面エネルギーのプラスチックおよび粉体塗装には個別試験が必要です。2022 のシートには、このテープは銘板業界で使用さ
れ、ULおよびAGAに認定されているとも記されています。その認定はテープ部材に対するものであり、それを用いたすべてのニッケルラベルに及ぶものではありません。

金属転写ロゴの指定・承認・貼付方法は？ ↑

ステップ 1：要件を確定する

基材、曲率、屋内・屋外用途、最高温度、清掃方法、皮膚接触の有無を書き出します。金属転写は圧力による低温貼付です。布地へ熱圧着してはいけません。衣類には代わりにクローム熱転
写フィルムが必要です。これらのラベルには公開された食器洗浄機サイクルデータがなく、3M の水に関する数値は静的浸漬によるものです。サイクル試験を注文書に明記しない限り、ド
リンクウェアは「手洗い」と指定してください。

適合性は用途により異なります。ラベルをEU市場に投入する電気・電子機器に付ける場合、RoHSが適用されます EU RoHS指令 2011/65/EU[15]。直接かつ長時間の皮
膚接触を意図した製品は、EN 1811 による試験で、ニッケル放出量が週あたり 0.5 µg/cm² を超えてはなりません REACH附属書XVII、項目 27[16]。ギフトボック
スや家電パネルのラベルが自動的にその上限の対象となるわけではありません。ロゴが安全情報を担う場合、UL 969 第 6 版（28年2025月公開）は恒久的な銘板およびマーキン
グを対象とします UL 969 第 6 版（ANSI）[17]。その場合、構造全体を意図する表面上で評価する必要があります。

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:02011L0065-20160715
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:32006R1907
https://webstore.ansi.org/standards/ul/ul969ed2025


ステップ 2：アートワークファイルを入稿前確認する

アウトライン化したフォントを使ったベクターデータ（AI、EPS、PDF、CDR）を提供してください。寸法はミリメートルで記載し、各要素の仕上げを明記してくださ
い。Pantoneの指定は方向性の参考としてのみ記載してください。ビットマップは参照用の画像であり、製造用データではありません。量産前に校正で寸法を確定してください。

ステップ 3：サンプル後に量産する

製造工程は、エンジニアリング図面、フィルムまたはマスク、電鋳またはエッチング、表面仕上げ、接着剤ラミネート、転写フィルムの交換、単片またはシートへの裁断の順に進みます。厚
みのある立体ロゴには、約0.2 mmの基板を持つハードウェア金型一式が必要です（Cusmytrims）。これは初回注文に加わる分です。めっき処理には薬品を使い排水が発生す
るため、排水許可を持つ工場で行う必要があります。お客様のプロジェクトのサンプルの納期、金型の必要性、本生産のリードタイムは、見積もりに記載し、サンプルを承認した後に確定し
ます。



ステップ 4：測定可能な検査で量産を受け入れる

検査項目 方法 合格判定基準
寸法 抜取品をノギスで測定 署名済み校正のミリメートル値
厚み ロットごとにマイクロメーター測定 承認済みサンプルに記録した値
フィルム剥離 抜取品を試験パネルへ転写 すべての線部が転写され、台紙に何も残らない
接着性 実際の基材に貼付し、接着剤TDSに従って保持後、剥がして観察 サンプル時に合意した挙動；ASTM D3330 はテープ試験法であり、ラベル仕様ではない
仕上げと色 同一照明下で並べて比較 画面またはCMYK校正ではなく、署名済み現物サンプル

バリ、接着剤のはみ出し、金属線を傷つける抜き加工も外観検査に含めます。塩水噴霧、摩耗、アルコール擦過試験は、発注書に明記した場合のみ実施します。納品物には、承認済みアート
ワーク、材料・接着剤型式、ロット写真、測定済み厚みを含めるべきです。UL、REACH、RoHS書類は、そのロットの報告書番号付きで届いた場合のみ納品済みとして扱ってくだ
さい。



ステップ 5：現場で貼り付ける

サプライヤーが公開する低温貼付方法に従い、ロゴを加熱しないでください。

中性洗剤で表面を清掃し、完全に乾かします。ガラスにはイソプロピルアルコールが適し、アンモニア系ガラスクリーナーは避けてください。1.
前述の 3M ガイダンスに従い、表面温度が 21°C ～ 38°C のときに作業し、10°C 未満では絶対に作業しないでください。2.
ロゴを載せた透明フィルムを台紙から剥がし、フィルムをガイドにして位置合わせします。3.
スキージーで中央から外側へ押し、空気を抜きます。4.
フィルムの上からしっかりこすり、ロゴが一緒に浮かないよう、鋭角方向へゆっくり剥がします JTT 貼付のヒント[18].5.
細い線部を再度押さえ、その後は荷重や洗浄の前に接着剤が接着力を発現する時間を取ります。時間は接着剤TDSに従ってください。6.

製品と予算に合うメタリック仕様はどれか？ ↑

選択肢 構造 強み 制約 最適用途

電鋳ニッケル転写 無垢ニッケル線、アクリル系接着剤、透明フィ
ルム

本物の金属、背景なし、緩やかな
曲面に追従

グラデーションなし、色数は限定
的

香水、化粧品、ギフトボックス、
電子機器

箔転写 転写層またはUV層上のメタリック箔 明るいメタリック感のある外観 経時で退色・変形しやすい 販促品、季節包装

クロームまたはメタリックビニール 金属蒸着フィルムまたはメタリックインク、
型抜き フルカラー、細かい文字 金属調だが金属ではない ノートPC、販促品、短期用車両

デカール
UV DTF転写 UV印刷フルカラー転写 正確な色と小さな文字 金属の厚みや鏡面仕上げはない ボトルおよびカートンラベル
エッチング鋼板または陽極酸化アル
ミ板 エッチングまたは陽極酸化プレート 産業用・屋外用の耐久性 硬質で重く、案件別価格 機器銘板

耐久性の主張にも同じ注意が必要です。あるサプライヤーはニッケル転写は「変形・退色しない」とする一方、ゴールド箔転写は「経時で退色・変形しやすい」としています Golden
Mouth 箔とニッケルの比較[20]。鏡面およびヘアラインのメタリックビニールは、屋外UV曝露 3–5 年、使用温度 −20°C ～ +80°C と評価されています
StickerNation メタリック仕様[21]。フィルムメーカーは、メタリック色を標準色より低く評価しています。垂直曝露では、ORACAL 651 メタリックは 4 年で、標準色
の 6 年に対して短い評価です Hoosier Decal のORAFOLデータ[22]。これらはいずれもニッケルラベルの独立した寿命試験ではないため、自社部品で検証してください。

市場の参考として、ある分析会社は金属デカール市場を USD 1.3 十億、2025年と評価し、年率 3.6% の成長で 2036年までに USD 2.0 十億になると予測していま
す FMI 金属デカールレポート[23]。別の分析では、同カテゴリーを USD 3.12 十億、2026年としています（Packaging Market Insights）。両レポートで



は市場定義が異なるため、いずれの数値も金属転写ステッカー単独を測るものではありません。

見積依頼に含める内容

ベクターデータ、目標サイズ（ミリメートル）、数量の区分、要素ごとの仕上げ、そして基材の写真またはサンプルをご送付ください。使用環境（熱、洗浄、屋外暴露、皮膚接触）、希望す
る接着剤グレード、必要な適合書類と報告書番号も併せてお知らせください。梱包仕様も指定してください。転写品は圧迫に弱いため、折らずに硬質の板紙の間に挟んだフラットシートでの
梱包をご依頼ください。追加注文の場合は、署名済みサンプル、接着剤の型番、ロットの写真を保管しておき、次回の製造が初回と一致するようにしてください。

金属ロゴ購入者の重要ポイント ↑
本物の金属転写は、印刷銀ではなく薄いニッケルです — あるサプライヤーの材料表では 0.045–0.12 mm（出典)
接着剤データは代表値であり、仕様上限ではありません — ステンレス鋼で 10 N、90° 剥離、22°C（出典)
プラスチック筐体には独自の接着試験が必要です — ABSでは約 2.4 N/cm、ステンレス鋼では約 10 N/cm（出典)
メタリックビニールは標準色より早く劣化します — ORACAL 651 メタリックは 4 年、標準色は 6 年（出典)
皮膚接触製品にはEUのニッケル放出上限があります — 週あたり 0.5 µg/cm²（出典)
金属デカール市場は小規模ながら成長しています — USD 1.3 十億、2025, 3.6%年のCAGRで 2026–2036（出典)

製品に本物の金属ロゴを付ける準備はできていますか？ ↑
金属転写ロゴは、価格を決める前に工程・基材・接着剤を確定し、署名済みの実物サンプルに基づいて量産を承認したときに成功します。実際のニッケル、縁のないすっきりとした外観、緩
やかな曲面への良好な耐性を期待できます。グラデーション、無制限の色数、未検証の食洗機耐性は期待しないでください。ロゴは実際のデータと部品に基づいて見積もられ、厚み、仕上げ、
接着剤の型番、MOQ、リードタイムを書面で提示します。 見積もりと実物サンプルをご依頼いただくには、ベクターデータ、目標サイズ（ミリメートル）、基材、数量をお送りください。

[1]Qianxi 電鋳ステッカー仕様：2層構造、ニッケル素材および厚み。 ↩

[3]4OVER4 シルバーステッカーガイド：三種類のシルバー工程、箔の擦れ挙動。 ↩

[6]Cusmytrims 金属ステッカーページ：ニッケルステッカー、3M 467/7533の接着剤、使用方法。 ↩

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:32006R1907


[7]4customize 工程概要：エッチングおよびニッケル・クロームめっきの製造工程。 ↩

[8]JTT 材料ガイド：ニッケルの厚み範囲と円筒面での柔軟性。 ↩

[9]CMYK Printed：グラデーション不可、ロゴ点につき最大色。 ↩

[10]Taizhida 技術メモ：注文前に技術部門が確認する最小線幅。 ↩

[11]3M TDS、2024月：467MP の厚み、剥離、温度に関する代表値。 ↩

[12]3M TDS、2024月：水、湿度、UV曝露後の剥離保持。 ↩

[13]3M データシート、2022月：貼付温度、銘板用途、UL/AGA認定。 ↩

[14]3M 467MP 基材データ：ステンレス鋼、アルミニウム、ABSでの剥離接着力。 ↩

[15]EU RoHS指令 2011/65/EU：電気・電子機器の制限物質。 ↩

[16]REACH附属書XVII、項目 27：長時間の皮膚接触におけるニッケル放出上限。 ↩

[17]UL 969 第 6 版（ANSI）：恒久銘板およびマーキングラベル規格、2025年7月。 ↩

[18]JTT 貼付のヒント：転写フィルムを鋭角方向へゆっくり剥がす。 ↩

[20]Golden Mouth 箔とニッケルの比較：退色と変形に関するサプライヤー比較。 ↩

[21]StickerNation メタリック仕様：メタリックビニールのUV寿命と温度範囲。 ↩

[22]Hoosier Decal のORAFOLデータ：メタリック色と標準色の屋外耐久性。 ↩

[23]FMI 金属デカールレポート：2025年の市場規模と 2026–2036 の成長予測。 ↩

Product Option


